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公民連携によるまちづくり  
岩手県紫波町 オガールプロジェクトに学ぶ

【３つの行政課題】

• 紫波中央駅前の未利用町有地１０.７ha

  （19９３年 28.5億円で購入）

• 役場本庁舎の老朽化、分散している庁舎

• 図書館新設の要望

　　※財政問題（2007年実質公債費比率２３.３％）

【紫波町の基礎情報】      【与謝野町基礎情報】

• 人口：    33,084人       （与謝野町 20,０９２人) 2020年

• 1975年1町8か村合併   （与謝野町2006年 3町合併）

• 面積:        239 ㎢        (与謝野町：108㎢）

• 財政規模： 142 億円(2022年) （与謝野町114億円）

• 高齢化比率： 31.6％     （与謝野町： 37.5％） 2020年





オガール紫波株式会社を設立（2009年６月）

町とオガール紫波㈱は構想の段階から、

①町民の意向と　②市場性を把握し、

事業計画を共同で立案する。

町とオガール紫波㈱、民間企業が施設の建設・所有、事
業運営、資金調達などそれぞれ得意な役割を担う。
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オガール地区の土地利用と施設

県フットボールセンター　H23.4オープン

　　設備：（社団）岩手県サッカー協会
　　整備費：1．75億円
　　手法：ＰＰＰ手法、町は土地賃貸
　　特徴：雨水貯留浸透施設の上に設置

オガールベース　　H26.7オープン
　　建物：オガールベース㈱
　　手法：民間事業公募、町は土地賃貸

オガールプラザ　　H24.6オープン
　　建物：オガールプラザ㈱、紫波町
　　建設費：公共部分 8．1億円
　　手法：ＰＰＰ手法、町は民間棟の土地賃貸
　　特徴：区分所有、地域材活用

エネルギーステーション　　H26.6完成

　　建物：紫波グリーンエネルギー㈱
　　手法：民間事業、町は土地賃貸
　　特徴：ベース、庁舎、タウンに熱供給

オガールタウン　　H25.10 分譲開始
　　土地・建物：購入した方
　　手法：住宅地57戸を分譲
　　特徴：産業政策としてエコハウスを普及

役場庁舎　　H27.5開庁
　　建物：町　　  手法：ＰＦＩ手法
　　特徴：地域材活用

オガール広場 東 H24.8　西 H25.5完成

オガール大通公園 H26.7完成

　　所有：町　　手法：公共事業



官民複合施設オガールプラザ

事業主体：オガールプラザ㈱

 延床面積：5,822.34㎡

 事業費：公共部分8億1千万円（音響を除く）

 特徴：① 完成後、町は中央棟を購入

　　　　② 区分所有による官民複合施設

　　　　③ 地域材活用

　　　　④ 稼ぐインフラ、テナント先付け

　　　　⑤ プロジェクトファイナンス

 利用者数：情報交流館　33.3万人/H26.4～H27.3

【公共施設】
　図書館
　地域交流センター
　子育て応援センター

　（民間から床賃借）
【民間施設】
　産直紫波マルシェ
　眼科クリニック
　歯科クリニック
　カフェ
　居酒屋
　学習塾
　事務所





オガール広場

 事業主体：紫波町

 面積：オガール東広場　　3,597㎡

　　　　オガール西広場　　3,260㎡

　　　　オガール大通公園 4,587㎡

 事業手法：公共事業

 特徴：① 国交省まちづくり交付金活用（補助４割）

　　　　② 屋外スタジオ全９棟

　　　　③ 紫波町交流公園条例で設置

　　　　④ 緑の大通り担い手づくりワークショップ

　　　　　　（市民参加、２カ年で１７回実施）

 利用実績：イベント２０回、ＢＢＱほか１３４件/Ｈ２７



民間複合施設オガールベース

事業主体：オガールベース㈱

延床面積：4,267㎡

事業手法：定期借地契約、事業公募

特徴：① 日本初バレーボール専用アリーナ

　　　　② 民間複合施設

　　　　③ 地域材活用

　　　　④ スポーツを通じた人材育成

　　　　⑤ 紫波マルシェが朝食バイキング提供



紫波町役場庁舎
事業主体：紫波シティホール㈱

 延床面積：6,650㎡

 事業手法：PFI（BTO方式）

 事業費：33.8億円（契約額）

 特徴：①国内最大級の木造庁舎

　　　　② 町産材活用

　　　　③ 地域熱供給を利用

民間による地域熱供給事業

　↓  紫波グリーンエネルギー㈱

　　↓  エネルギーステーション

　　　↓  木質チップボイラー



平成２６年度 オガールプロジェクトの実績

利用者数等

　県フットボールセンター　来場者数　　   4.6万人（前年比92％）

　情報交流館　　　　　　　   来館者数　　 33.3万人（前年比107％）

　　　　　 うち、図書館　　　 来館者数　　 19.8万人（前年比98％）

　子育て応援センター　　  利用者数　　　 1.4万人

　紫波マルシェ　　　　 レジ通過者数　　  28.0万人（前年比105％）

　《参考》紫波中央駅　　　 乗降客数　　    2,995人（前年比104％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｈ27.6.2（火）実施

人数以外の数字

　町情報交流館　スタジオ利用件数        4,587件（前年比106％）

　図書館　　　　　　　　　　  貸出冊数　 238,812冊（前年比100％）

　紫波マルシェ　　売上げ金額　　 4億1,321万円（前年比106％）

　　　　  うち、 会員出荷分金額　　 1億3,663万円（前年比106％）





施設名 岩手県フットボー
ルセンター オガールプラザ オガールベース 役場新庁舎

事業主体 公益社団法人岩手県
サッカー協会

オガールプラザ㈱ オガールベース㈱
紫波町（SPC：紫波シティ
ホール㈱）

事業手法 PPP（RFQ、RFP方式） PPP（RFQ、RFP方式） 事業用定期借地権設定方式 PFI（BTO方式）

事業費
（税込み） 約1.75億円 約10.7億円

約7.2億円
（設計・監理費除く）

約33.8億円
　　　　　　（契約額）

施設規模 サッカー場１面
2階建て

約5,822㎡

2階建て

約4,267㎡
3階（一部4階）建て　約
6,650㎡

施設内容 人工芝グラウンド、
クラブハウス等

図書館、地域交流センター、
子育て応援センター、
産直、医院、飲食店、
学習塾、事務所等

ホテル、
バレーボール専用アリーナ、
飲食店、コンビニ、事務所等

役場庁舎単独

供用開始 2011年4月 2012年6月 2014年7月 2015年5月

特徴 日本サッカー協会
公認

官民複合施設、
地域材活用

民間複合施設、
地域材活用

国内最大木造庁舎、
町産材活用

 オガール地区のPPP手法


